　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参考資料）

擁壁判別フローのめやす（参考）









· 擁壁背後のポケット深さについては古い施設に関しては，1.0m程度のポケット深さの待受擁壁もあるので基準値を1.0mとしている。






（もたれ式，重力式等の区別の注意事）

もたれ式，重力式等の区別は原則として「既存の台帳・図面等で確認できるもの」とするが現地で確認できるものはできるだけ区別すること。その際，張工と擁壁工（コンクリート擁壁工のもたれ式など）の区別など現地判断が難しいものは，やむをえず区別しなくとも良い。
現地判断の基準は，広島県砂防課による技術指針に記載してある標準断面図等を参考にする。

ＳＴＡＲＴ





現地で擁壁工確認





使用材料等を判別





石積擁壁工





ブロック積擁壁工





コンクリート擁壁工





擁壁背後のポケット部の深さが1.0m※以上ある。





No





Yes





待受け擁壁工





コンクリート擁壁工








可能な範囲でもたれ式，重力式等の区別をする











